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○ 講評者（順不同）
■ 佐藤市⻑
■ 井上副市⻑
■ 佐藤様（合同会社ヴォーチェ代表・社会福祉法⼈ヴォーチェ理事⻑）
■ 脇様（資⽣堂ジャパンプレステージ事業本部東⽇本⽀社・営業・美容サポート統括部⻑）
■ 柿﨑先⽣（山形大学ダイバーシティ推進室准教授）

○ 出席者
■ 当事業の参加者数：20名（1名は家族の体調不良によりzoom視聴）
■ 発表会参加者数：80名程度
● 山形市議会総務委員・山形市議会議員
● 地域の関係機関や事業者
● 資⽣堂関係者
● Ridilover関係者
● 山形市役所関係者

○ 参加者アンケートの自由記述欄より
■ （派遣元企業）参加した社員の成⻑が⽬を⾒張るものでした。
■ （派遣元企業）こんなにも意欲のある女性たちがいるという事が実感でき、聴いていて楽しかったです。
 自分たちで課題を考え、企画し、周りを巻き込み実施したプロセスを知り、大変そうではありますが、
 やりがいのある活動をされ、自分は何ができるか考える良いきっかけとなりました。
■ （派遣元企業）企業の男性陣に聞かせたい内容ですが、こういう事は女性が参加するもの…という意識
 が根強いように思います。例えば「市からの依頼」で男性経営者、役職者などが参加できるようにする…
 などできるといいなと思いました。
■ （地域事業者）女性が抱える現実の課題に⻑期的に向き合い、今後の展望が明確になっていた。
■ （男性議員）幅広い女性の⽣の声を聞く機会を頂き、これから女性の活躍の場を推進していく必要が
 あると認識した。
■ （女性議員）短い期間で各グループとも頑張ったと思います。的確に報告もされていて良かったです。

１２月６日 活動報告発表会の様子


